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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】反省会で再生する動画像は、訓練生の人数が多
くなればなるほど、再生できる時間が限られる。できる
だけ効率よく、気をつけるべき点に絞って再生できるよ
うに、動画像の効率的な頭出しと管理を実現する。
【解決手段】ＣＣＤカメラによる研修者の撮影中にバー
コードリーダで読み取った研修者ＩＤを、動画像記録開
始から経過した時間と関連付けて、記録した。また、入
力された任意の文字列と動画像再生時間とを関連付けて
記録し、文字列をソートしてコメントとして一覧表を生
成し、表示した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像データを生成するカメラと、
　前記カメラで撮影中の各研修者を識別するための研修者ＩＤを取得するバーコードリー
ダと、
　前記動画データをエンコードして動画像ファイルを生成するとともに、前記動画像ファ
イルの各フレームに対応する時間情報と前記研修者ＩＤとを関連付けた情報を含むタグフ
ァイルを生成し、前記動画像ファイルおよび前記タグファイルを不揮発性記録媒体に記録
する記録処理部と、
　前記タグファイルに含まれる前記研修者ＩＤを表示する表示部と、
　操作情報を出力する操作部と、
　前記表示部に表示された前記操作者ＩＤから前記操作部が出力する前記操作情報に基づ
いて任意の前記研修者ＩＤが選択されると、選択された前記研修者ＩＤに対応する前記時
間情報を前記タグファイルから読み出し、読み出した前記時間情報に基づいて前記動画像
ファイルの頭出しを行ってデコードして、動画像を前記表示部に表示させる再生処理部と
　を備える動画像記録再生装置。
【請求項２】
　前記再生処理部は、前記動画像の再生中に前記操作部からコメントが入力されると、前
記コメントおよび前記操作部から前記コメントが入力された時点の前記動画像の再生時間
を前記時間情報として前記タグファイルに追記して前記タグファイルを更新し、更新した
前記タグファイルに基づいて前記動画像と前記コメントを合成した画面を前記表示部に表
示させる
　請求項１に記載の動画像記録再生装置。
【請求項３】
　エンコードされた動画像ファイルおよび前記動画像ファイルの各フレームに対応する時
間情報と前記時間情報に対応するシーンを示す識別情報とを含むタグファイルが記録され
た不揮発性記録媒体と、
　前記動画像ファイルに係る動画像を表示する表示部と、
　前記表示部に表示されている前記動画像の再生中にコメントを入力する操作部と、
　前記コメントおよび前記操作部から前記コメントが入力された時点の前記動画像の再生
時間を前記時間情報として前記タグファイルに追記して前記タグファイルを更新し、更新
した前記タグファイルに基づいて前記動画像と前記コメントを合成した画面を前記表示部
に表示させる再生処理部と
　を備える動画像管理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、動画像記録再生装置および動画像管理装置に適用して好適な技術に関する。
　より詳細には、臨床訓練施設で撮影される訓練の進行を記録する動画を管理するための
技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療技術の進歩は目覚しく、その技術内容は高度になっていることは周知のとおりであ
る。しかし、それ故に残念ながら医療事故も増加する傾向にある。
【０００３】
　医療業界、特に医療現場に携わる人材は、ここ数年慢性的な人材不足の状態が続いてお
り、人材の確保とその教育がきわめて重要な課題となっている。
【０００４】
　本出願人は、医療現場に従事する者ができるだけ早期に現場に慣れてもらうこと、また
医療事故を減少させることを目的として、臨床訓練施設を建設し、医業従事者への利用を
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推進している。
【０００５】
　臨床訓練施設は、オープンスペース内に病院を模倣した設備を設置している。ベッドに
は模擬訓練用人体模型が横たわっており、心臓マッサージや輸液投与、酸素吸入等の訓練
が可能になっている。
【０００６】
　ベッドの天井には動画像を撮影するためのＣＣＤカメラが設けられている。動画像は一
通りの訓練を終了した後、反省会として会議室で再生し、実際の現場でどのような点に気
をつけるべきなのかを訓練生に考えてもらう。
【０００７】
【特許文献１】特開２００８－１４８０７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　反省会で再生する動画像は、訓練生の人数が多くなればなるほど、再生できる時間が限
られる。できるだけ効率よく、気をつけるべき点に絞って再生できるように、頭出しが瞬
時にできる必要がある。
【０００９】
　また、訓練の様子を撮影した動画像が蓄積されると、同じ内容の訓練で生じる事故の可
能性の傾向が掴める。実際に事故に至る場合や、事故に至らずとも事故に至る直前になっ
て医業従事者が気付く場合もある。医療業界等において、このようなケースは「ヒヤリと
したとき」「ハッと気付いたとき」という言葉から、「ヒヤリハット」と呼ばれており、
本出願人は医業従事者に「ヒヤリハットをなくそう」との啓蒙活動を推進している。
【００１０】
　つまり、訓練の様子を撮影した動画像が蓄積されると、この「ヒヤリハット」の瞬間を
蓄積することが可能になる。しかし、そのためには、従来では動画像の編集作業という、
手間のかかる作業を必要としていた。
【００１１】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、撮影した動画像の効率的な頭出しを実
現する動画像記録再生装置、および動画像の効率的な頭出しと管理を実現する動画像管理
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決するための本発明は、動画像データを生成するカメラと、カメラで撮影
中の各研修者を識別するための研修者ＩＤを取得するバーコードリーダと、動画データを
エンコードして動画像ファイルを生成するとともに、動画像ファイルの各フレームに対応
する時間情報と研修者ＩＤとを関連付けた情報を含むタグファイルを生成し、動画像ファ
イルおよびタグファイルを不揮発性記録媒体に記録する記録処理部と、タグファイルに含
まれる研修者ＩＤを表示する表示部と、操作部と、操作部によって表示部に表示された操
作者ＩＤから任意の研修者ＩＤが選択されると、選択された研修者ＩＤに対応する時間情
報をタグファイルから読み出し、読み出した時間情報に基づいて動画像ファイルをデコー
ドして、動画像を表示部に表示させる再生処理部とを備えるものである。
【００１３】
　上記構成によれば、表示部に表示される研修者ＩＤを操作部で選択するだけで、選択し
た研修者ＩＤに対応する研修者が映っている時間の先頭から動画像を再生することができ
る。
【００１４】
　さらに、上記課題を解決するための本発明は、動画像データを生成するカメラと、カメ
ラで撮影中の各研修者を識別するための研修者ＩＤを取得するバーコードリーダと、動画
データをエンコードして動画像ファイルを生成するとともに、動画像ファイルの各フレー
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ムに対応する時間情報と研修者ＩＤとを関連付けた情報を含むタグファイルを生成し、動
画像ファイルおよびタグファイルを不揮発性記録媒体に記録する記録処理部と、タグファ
イルに含まれる研修者ＩＤを表示する表示部と、操作情報を出力する操作部と、表示部に
表示された操作者ＩＤから操作部が出力する操作情報に基づいて任意の研修者ＩＤが選択
されると、選択された研修者ＩＤに対応する時間情報をタグファイルから読み出し、読み
出した時間情報に基づいて動画像ファイルの頭出しを行ってデコードして、動画像を表示
部に表示させる再生処理部とを備えるものである。
【００１５】
　上記構成によれば、動画像の再生中に操作部からコメントをリアルタイムで入力するだ
けで、次回動画像を再生する際、前回コメントを入力した場面になると表示部にコメント
を表示させることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明により、撮影した動画像の効率的な頭出しを実現する動画像記録再生装置、およ
び動画像の効率的な頭出しと管理を実現する動画像管理装置を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態を、図１～図９を参照して説明する。
【００１８】
　［１．　動画像記録再生装置の構成］
　図１は、本発明の実施形態の例である、動画像記録再生装置１０１の機能ブロック図で
ある。
　動画像記録再生装置１０１の実体は、動画記録プログラムと動画再生プログラムとｗｅ
ｂブラウザがインストールされているパソコンに、ＣＣＤ（Charge Coupled Devices）カ
メラとバーコードリーダ１０３をＵＳＢ（Universal Serial Bus）等のインターフェース
で接続したものである。
【００１９】
　ＣＣＤカメラ１０２およびバーコードリーダ１０３はパソコンの記録処理部１０４と電
気的に接続されており、ＣＣＤカメラ１０２より取得された動画像データおよびバーコー
ドリーダ１０３より取得された情報は記録処理部１０４に供給される。バーコードリーダ
１０３より取得される情報（以下、「研修者ＩＤ」という）は、ＣＣＤカメラ１０２で撮
影されている研修者を識別するための情報である。
【００２０】
　記録処理部１０４は、ＣＣＤカメラ１０２が得た動画像データを時間情報を含めエンコ
ードして動画像ファイル１１０を作成する。それとともに、記録処理部１０４は、当該動
画像ファイル１１０に含まれる時間情報およびバーコードリーダ１０３より取得した研修
者ＩＤを対応付けたテキストデータであるタグデータよりなるタグファイル１１１を作成
する。記録処理部１０４の詳細な構成については、図２にて後述する。また、タグファイ
ル１１１に記載されるテキストデータの具体例については、図７および図８にて後述する
。
【００２１】
　ＯＳより提供される機能であるファイルシステムは、記録処理部１０４から発生する動
画像データを、不揮発性ストレージ１０５内に動画像ファイル１１０として記録する。ま
た、記録処理部１０４から発生するタグデータを、不揮発性ストレージ１０５内にタグフ
ァイル１１１として記録する。
【００２２】
　再生処理部１０６はファイルシステムから動画像ファイル１１０とタグファイル１１１
を読み込み、表示部１０７に表示する。その際、タグファイル１１１の一部を表示部１０
７に表示させ、入力部から選択入力させることにより、動画像ファイル１１０の頭出しを
行う。
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【００２３】
　また、再生処理部１０６は、ユーザの操作部１０９に対する操作に基づいて制御部１０
８によって生成される所定のデータを一時的に記憶し、そのデータに基づいて不揮発性ス
トレージ１０５に記憶されているタグファイル１１１を更新する。なお、再生処理部１０
６の詳細な構成については、図３にて後述する。
【００２４】
　制御部１０８は、パソコンを構成する各機能ブロックの動作を制御するものである。本
例では、この制御部１０８の制御対象となる機能ブロックは、記録処理部１０４、不揮発
性ストレージ１０５および再生処理部１０６とする。制御部１０８は、操作部１０９と電
気的に接続されており、ユーザの操作部１０９に対する様々な操作に基づいて記録処理部
１０４、不揮発性ストレージ１０５および再生処理部１０６を動作させる。
【００２５】
　操作部１０９は、パソコンに配設されたキーボードやポインティングデバイス等からな
り、操作に応じた操作信号が図示しないインターフェースを介してこの操作部１０９から
制御部１０８に入力される。
【００２６】
　［２．記録処理部の構成］
　図２は、記録処理部１０４を中心とする機能ブロック図である。
　ＣＣＤカメラ１０２から得られる動画像データは、一旦フレームメモリ２０２に蓄えら
れた後、主に圧縮のためのエンコーダ２０３に送られてから、動画像ファイル１１０に変
換される。そして、この動画ファイルは、不揮発性ストレージ１０５に記憶される。
【００２７】
　一方、図示しないフォトトランジスタはバーコードを光の強弱の信号として出力し、バ
ーコードリーダ１０３に送る。バーコードリーダ１０３はバーコードをデコードし、内容
を読み取る。読み取ったバーコードの情報はＩＤ記録部２０４に送られる。
【００２８】
　ＩＤ記録部２０４は、フレームメモリ２０２に供給されるクロックを受けている時計２
０６から、動画像記録開始からのフレーム数に応じた時間（以下、「経過時間」という）
を得ている。ＩＤ記録部２０４は、バーコードリーダ１０３から送られるバーコード情報
と時計２０６から得る経過時間とを関連付けた情報（前述のタグデータの一部）よりなる
タグファイル１１１を生成し、このタグファイル１１１を不揮発性ストレージ１０５に記
録する。
【００２９】
　［３．再生処理部および制御部の構成］
　図３は、再生処理部１０６および制御部１０８を中心とする機能ブロック図である。
　動画像ファイル１１０がデコーダ３０２でデコードされて動画像データに変換された後
、当該動画像データは一旦フレームメモリ３０３に蓄えられてから画像合成部３０４に入
力される。
【００３０】
　一方、タグファイル１１１のタグデータはタグリスト作成部３０５によって解析される
。タグリスト作成部３０５では、この解析結果に基づいてタグの一覧が形成され、タグの
一覧に関する情報が画像合成部３０４に入力される。
【００３１】
　画像合成部３０４に入力された、動画像データおよびタグデータは、合成されて表示部
１０７に入力される。すると、表示部には、動画像およびタグデータで表されるタグの一
覧が合成された画面（以下、「初期合成画面」という）が表示される。
【００３２】
　キーボードとマウス等のポインティングデバイスよりなる操作部１０９は、表示部１０
７に表示されるタグの一覧を選択する。すると、その情報は頭出し制御部３０６に送られ
、指定されたタグに基づいて、デコーダ３０２に頭出しの指示を行う。
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【００３３】
　また、操作部１０９は、表示部１０７に表示される、初期合成画面の所定の位置にコメ
ントを入力する。すると、そのコメントおよび当該コメントが入力された位置等を示す情
報はコメント制御部３０７に送られる。
【００３４】
　コメント制御部３０７は、タグファイル１１１の更新に関する制御をタグリスト作成部
３０５に対して行う。具体的には、コメント制御部３０７は、操作部１０９から入力され
るコメントおよび当該コメントが入力された位置等を示す情報を一時ファイル３０８とし
てタグリスト作成部内に一時記憶する。コメント制御部３０７は、操作部１０９によって
コメント等の情報が入力される度に、そのコメント等の情報を一時ファイル３０８に追記
する。タグリスト作成部３０５は、コメント制御部３０７による一時ファイル３０８の更
新が完了すると、この一時ファイル３０８に基づいてタグファイル１１１を更新する。な
お、タグファイル１１１更新の詳細については、図６～図８にて後述する。
【００３５】
　［４．動画像の頭出し］
　図４は、表示部１０７に表示される動画像とタグファイル１１１のタグ情報の表示状態
である、前述の初期合成画面を示す図である。ただし、タグファイル１１１は、タグリス
ト作成部３０５による更新が行われていないものとする。
【００３６】
　ｗｅｂブラウザ４０２の表示領域内の左側には動画像表示領域４０３が設けられている
。
　ｗｅｂブラウザ４０２の表示領域内の右側にはＩＤ一覧表示領域４０４が設けられてい
る。
【００３７】
　ＩＤ一覧表示領域４０４に表示されている内容は、タグファイル１１１の中身そのもの
である。つまり、バーコードリーダ１０３で読み取った研修者ＩＤと、バーコードを読み
取った時点の動画像記録開始からの経過時間が表示される。なお、タグファイル１１１の
中身については、図６にて後述する。
【００３８】
　ＩＤ一覧表示領域４０４の中の任意の研修者ＩＤをダブルクリックすると、その研修者
ＩＤに紐付いている経過時間で、動画像の頭出しを行う。例えば、ユーザがＩＤ一覧表示
領域４０４に含まれる領域４０５の「０００１２３」という研修者ＩＤをダブルクリック
したとする。すると、「０００１２３」という研修者ＩＤに紐付いている「００：１２：
３４」という経過時間からの動画像が動画像表示領域４０３で再生されるように、デコー
ダは頭出し制御部によって制御される。
【００３９】
　［５．更新前のタグファイル］
　次に、図４に示す表示状態を生成するためのタグファイルの中身について図５を参照し
て説明する。
　図５は、更新前のタグファイルの一例を示す図である。
　このタグファイル５０２は、ＩＤ記録部２０４によって生成された、更新前のタグファ
イル５０２である。
【００４０】
　タグファイル５０２は、テキストデータより構成されており、フィールドセパレータ５
０３で２つのフィールドに分割されている。図５では、フィールドセパレータ５０３には
「カンマ」を用いる。
【００４１】
　左から１番目のフィールドは、「時間情報」フィールドである。この「時間情報」フィ
ールドには、動画像の経過時間が書き込まれる。
【００４２】
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　左から２番目のフィールドは、「研修者ＩＤ」フィールドである。この「研修者ＩＤ」
フィールドには、バーコードリーダ１０３より取得された、研修者を識別するための識別
番号が書き込まれる。
【００４３】
　［６．一時ファイルの生成および更新］
　次に、一時ファイル３０８の生成および更新について説明する。
　図６は、図４に示すｗｅｂブラウザ４０２の動画像表示領域４０３付近の拡大図である
。
　動画像表示領域４０３のすぐ上側には、現在表示部１０７に表示中の動画像に対するコ
メントを入力するためのコメント表示領域６０５が設けられている。コメント表示領域６
０５は、動画像の表示を妨げないために、動画像表示領域４０３とは重ならないように設
けられることが好ましい。
【００４４】
　ユーザは、操作部１０９の一例であるマウスおよびキーボード等を操作して、コメント
表示領域６０５内に吹き出しを生成し、吹き出し内にコメントを入力する。この時、ユー
ザは、マウス等を操作して、吹き出しと動画像の所定の位置とを接続するポインタ６０２
を付したりすることもできる。これにより、吹き出し内に入力したコメントが、動画像の
どの位置に対するものであるのかを正確に示すことができる。
【００４５】
　以下、ポインタ６０２の付いた吹き出しはポインタ付き吹き出し６０３と記載し、ポイ
ンタ６０２の付いていない吹き出しはポインタなし吹き出し６０４と記載する。
【００４６】
　コメントと、吹き出しの位置と、ポインタ６０２の位置に関する情報は、動画像の各フ
レーム毎、すなわち各経過時間毎に更新される一時ファイル３０８としてタグリスト作成
部３０５内に記憶される。このような一時ファイル３０８の更新は、コメント制御部３０
７の制御に基づいてタグリスト作成部３０５で行われる。
【００４７】
　［７．更新完了後の一時ファイル］
　図７は、更新が完了した一時ファイルの一例を示す図である。
　更新が完了した一時ファイル７０２は、テキストデータより構成されており、フィール
ドセパレータ７０３で３あるいは４のフィールドに分割されている。フィールドの数が３
つの行にはポインタなし吹き出し６０４を生成するための情報が格納されており、フィー
ルドの数が４つの行にはポインタ付き吹き出し６０３を生成するための情報が格納されて
いる。
【００４８】
　左から１番目のフィールドは、「時間情報」フィールドである。この「時間情報」フィ
ールドには、動画像の経過時間が書き込まれる。
【００４９】
　左から２番目のフィールドは、「コメント」フィールドである。この「コメント」フィ
ールドには、ポインタ付き吹き出し６０３およびポインタなし吹き出し６０４に入力した
文字列が書き込まれる。
【００５０】
　左から３番目のフィールドは、「吹き出し位置座標」フィールドである。この「吹き出
し位置座標」フィールドには、ポインタ付き吹き出し６０３およびポインタなし吹き出し
６０４の位置に関する情報が書き込まれる。
【００５１】
　左から４番目のフィールドは、「ポインタ位置座標」フィールドである。この「ポイン
タ位置座標」フィールドには、ポインタ付き吹き出し６０３から延びるポインタ６０２の
終点に関する情報が書き込まれる。
【００５２】
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　［８．タグファイルの更新］
　次に、タグリスト作成部３０５が行うタグファイルの更新について説明する。
　図８は、タグリスト作成部３０５によって更新されたタグファイルの一例を示す図であ
る。
【００５３】
　タグファイル８０２は、ＩＤ記録処理部１０４によって生成された、更新前のタグファ
イル５０２に一時ファイル７０２を追記して、行を「時間情報」の小さい順にソートした
ものである。すなわち、このタグファイル８０２は、フィールドセパレータ８０３により
２、３あるいは４のフィールドに分割されている。
【００５４】
　フィールドの数が２つの各行が更新前のタグファイル５０２に相当する。これらの各行
の左から１番目のフィールドは「時間情報」フィールドである。左から２番目のフィール
ドは「研修者ＩＤ」フィールドである。
【００５５】
　フィールドの数が３つあるいは４つの各行が一時ファイル７０２に相当する。これらの
各行の左から１番目のフィールドは「時間情報」フィールドである。左から２番目のフィ
ールドは「コメント」フィールドである。左から３番目のフィールドは「吹き出し位置座
標」フィールドである。左から４番目のフィールドは「ポインタ位置座標」フィールドで
ある。
【００５６】
［９．吹き出しおよび動画像の合成］
　次に、タグファイル８０２を利用した合成動画像再生、コメント付きの動画像の再生に
ついて図９を参照して説明する。
　図９は、吹き出しおよび動画像の合成の流れを示すフローチャートである。
【００５７】
　動画像が再生される、すなわち動画像ファイル１１０が、デコーダ３０２、フレームメ
モリ３０３および画像合成部３０４を通じて、表示部１０７に入力される（ステップＳ９
０１）。すると、タグリスト作成部３０５は、カウンタを構成する変数ｍを１に初期化す
る（ステップＳ９０２）。
【００５８】
　タグリスト作成部３０５は、現在表示部１０７に表示されている動画像の再生時間を、
デコーダ３０２およびフレームメモリ３０３を介して動画像ファイル１１０より取得する
（ステップＳ９０３）。そして、タグリスト作成部３０５は、不揮発性ストレージ１０５
に記憶されたタグファイル８０２を読み出し、当該タグファイル８０２のｍ行目に記載さ
れた時間情報を取得する（ステップＳ９０４）。
【００５９】
　以上の処理が完了した後、タグリスト作成部３０５は、ステップＳ９０３の処理で取得
した現在の再生時間がタグファイル８０２のｍ行目に記載された時間情報と一致するか否
かを確認する（ステップＳ９０５）。現在の再生時間がタグファイル８０２のｍ行目に記
載された時間情報と一致しないならば（ステップＳ９０５のＮＯ）、後述するステップＳ
９１３の処理へ移行し、ステップＳ９０３の処理に戻り、再度現在の再生時間を取得する
。すなわち、現在の再生時間がタグファイル８０２のｍ行目に記載された時間情報と一致
するまで待機する。
【００６０】
　現在の再生時間がタグファイル８０２のｍ行目に記載された時間情報と一致するならば
（ステップＳ９０５のＹＥＳ）、タグリスト作成部３０５はタグファイル８０２のｍ行目
のフィールド数が２以上であるか否かを確認する（ステップＳ９０６）。タグファイル８
０２のｍ行目のフィールド数が２より小さいならば、後述するステップＳ９１０の処理へ
移行し、ｍをインクリメントし、ｍ行目のフィールド数が２以上になるまで待機する。
【００６１】
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　タグファイル８０２のｍ行目のフィールド数が２以上であるならば（ステップＳ９０６
のＹＥＳ）、タグリスト作成部３０５は、さらにタグファイル８０２のｍ行目のフィール
ド数が４であるか否かを確認する（ステップＳ９０７）。
【００６２】
　タグファイル８０２のｍ行目のフィールド数が４であるならば（ステップＳ９０７のＹ
ＥＳ）、タグファイル８０２のｍ行目の４つのフィールドに書き込まれた情報に基づいて
、ポインタ付き吹き出し６０３を生成し（ステップＳ９０８）、生成したポインタ付の吹
き出しを画像合成部３０４へ出力する。ここでの４つのフィールドとは、「時間情報」フ
ィールド、「コメント」フィールド、「吹き出し位置座標」フィールドおよび「ポインタ
位置座標」フィールドである。
【００６３】
　そして、画像合成部３０４は、フレームメモリ３０３から入力される動画像データおよ
びポインタ付き吹き出し６０３を合成し、当該動画像データで表される動画像とポインタ
付き吹き出し６０３が所定の位置で合成された画面を表示部１０７に表示させる（ステッ
プＳ９０９）。ここでの動画データは、動画像ファイル１１０がデコーダ３０２およびフ
レームメモリ３０３を介することにより復号されたものである。
【００６４】
　以上の処理が完了した後、タグリスト作成部３０５はカウンタを構成する変数ｍをイン
クリメントする（ステップＳ９１０）。
【００６５】
　一方、タグファイル８０２のｍ行目のフィールド数が４でないならば（ステップＳ９０
７のＮＯ）、タグファイル８０２のｍ行目の３つのフィールドに書き込まれた情報に基づ
いて、吹き出しを生成し（ステップＳ９１１）、生成した吹き出しを画像合成部３０４へ
出力する。ここでの３つフィールドとは、「時間情報」フィールド、「コメント」フィー
ルドおよび「吹き出し位置座標」フィールドである。
【００６６】
　そして、画像合成部３０４は、フレームメモリ３０３から入力される前述の動画像デー
タおよびポインタ付き吹き出し６０３を合成し、当該動画像データで表される動画像と吹
き出しが所定の位置で合成された画面を表示部１０７に表示させる（ステップＳ９１２）
。そして、ステップＳ９１０の処理へ移行し、タグリスト作成部３０５はカウンタを構成
する変数ｍをインクリメントする。
【００６７】
　以上の処理が完了した後、タグリスト作成部３０５はタグファイル８０２のｍ行目が存
在するか否かを確認する（ステップＳ９１３）。タグファイル８０２のｍ行目が存在する
ならば（ステップＳ９１３のＮＯ）、ステップＳ９０３の処理に戻り、各処理を繰り返す
。タグファイル８０２のｍ行目が存在しないならば（ステップＳ９１３のＹＥＳ）、処理
を終了する（ステップＳ９１４）。
【００６８】
　［１０．時系列順コメント一覧表］
　以上、上述した本発明の実施形態において、吹き出しが付けられた動画像の再生と同時
に、当該吹き出しに入力されたコメントを時系列順に並べた、図１０に示す時系列順コメ
ント一覧表１００２を表示部に表示するようにしてもよい。この時系列順コメント一覧表
は、タグファイル８０２そのものである。すなわち、時系列順コメント一覧表は、タグリ
スト作成部によってタグファイル８０２から作成可能となっている。さらに、時系列コメ
ント一覧表の任意の研修者ＩＤをダブルクリックすることにより、動画像の頭出しを行え
るようにしてもよい。
【００６９】
　［１１．多い順コメント一覧表］
　また、上述した本発明の実施形態において、吹き出しが付けられた動画像の再生と同時
に、当該吹き出しに入力されたコメントを多い順に並べた、図１１に示す多い順コメント
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一覧表１１０２を表示部に表示するようにしてもよい。この多い順コメント一覧表は、タ
グファイル８０２の「コメント」フィールドの重複した行をカウントするとともに、重複
した行を削除し、カウントで行をソートしたものである。このようなソート処理を行う機
能をタグリスト作成部に持たせることにより、タグリスト作成部はタグファイル８０２に
基づいて多い順コメント一覧表を作成することができる。
【００７０】
　［１２．効果］
　以上説明したように、本発明は、ＣＣＤカメラによる研修者の撮影中にバーコードリー
ダ１０３で読み取った研修者ＩＤを、動画像記録開始から経過した時間と関連付けて、記
録するようにした。これにより、この研修者ＩＤで動画像の頭出しが容易に行えるという
、効果がある。
【００７１】
　また、文字列と動画像再生時間とを関連付けて記憶するようにすることで、動画像の再
生中に入力した任意の文字列を記録するようにした。そのため、文字列の入力が完了した
後に再度当該動画を再生する際に再生時間に対応した文字列をコメント表示領域に表示す
ることができる。これにより、いわゆる「ヒヤリハット」の資料の集積を効率よく実現す
る、という効果がある。
【００７２】
　さらに、付与したコメントをソートして一覧表示する、時系列順コメント一覧表や多い
順コメント一覧表を生成できるようにした。これにより、なるべく付与するキーワードの
種類を少なくさせるとともに、同じ意味を持つにも拘らず異なる言葉を付与したことが一
目で判るようにする、という効果がある。
【００７３】
　その他、本発明は、上述した実施の形態の例に限定されるものではなく、本発明の要旨
を逸脱しない範囲において、種々の変形、変更が可能であることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】本発明の一実施形態に係る動画記録装置を示すブロック図である。
【図２】記録処理部を中心とするブロック図である。
【図３】再生処理部および制御部を中心とするブロック図である。
【図４】動画像とタグファイルのタグ情報の表示状態を示す図である。
【図５】更新前のタグファイルの一例を示す図である。
【図６】ｗｅｂブラウザの動画像表示領域付近の拡大図である。
【図７】更新が完了した一時ファイルの一例を示す図である。
【図８】更新されたタグファイルの一例を示す図である。
【図９】吹き出しおよび動画像の合成の流れを示すフローチャートである。
【図１０】時系列順コメント一覧表を示す図である。
【図１１】多い順コメント一覧表を示す図である。
【符号の説明】
【００７５】
　１０１…動画像記録再生装置、１０２…ＣＣＤカメラ、１０３…バーコードリーダ、１
０４…記録処理部、１０５…不揮発性ストレージ、１０６…再生処理部、１０７…表示部
、１０８…制御部、１０９…操作部、１１０…動画像ファイル、１１１…タグファイル、
２０２…フレームメモリ、２０３…エンコーダ、２０４…ＩＤ記録部、２０５…クロック
発生部、２０６…時計、３０２…デコーダ、３０３…フレームメモリ、３０４…画像合成
部、３０５…タグリスト作成部、３０６…頭出し制御部、３０７…コメント制御部、３０
８…一時ファイル、４０２…ｗｅｂブラウザ、４０３…動画像表示領域、４０４…ＩＤ一
覧表示領域、４０５…領域、５０２…タグファイル、５０３…セパレータ、６０２…ポイ
ンタ、６０３…ポインタ付き吹き出し、６０４…ポインタなし吹き出し、７０２…一時フ
ァイル、７０３…セパレータ、８０２…タグファイル、８０３…セパレータ、１００２…
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